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平成３０年度診療報酬改定に係る告示、通知のご案内について 

（３月２６日付け） 

 

 

 平成３０年４月１日施行の診療報酬点数表等の改正に係る省令、告示、通知につきましては、

３月６日付け日医発第１１２５号（保 212）及び３月 20日付け（保 230）にてご連絡申し上げ

たところでございます。 

今般、２６日付けで告示、通知等が追加で発出されましたので取り急ぎご連絡申し上げます。 

なお、関連する告示、通知につきましては、日医ホームページのメンバーズルーム中、医療

保険の「平成３０年度 診療報酬改定の情報」に取り急ぎ掲載させていただきますので、必要な

通知を印刷のうえご活用いただきますようお願い申し上げます。（掲載する通知は下記をご参照

ください。） 

 

【添付資料】 

［平成３０年３月２６日付け］ 

１．官報 号外第６４号（平成３０年３月２６日）抜粋 

《告示》 

（１）厚生労働大臣の定める先進医療及び患者申出療養並びに施設基準の一部を改正する

件                        （厚生労働省告示第１２８号） 

（２）療養の給付及び公費負担医療に関する費用の請求に関する省令第七条第三項の規定

に基づき厚生労働大臣が定める様式の一部を改正する件（厚生労働省告示第１２９号） 

（３）訪問看護療養費及び公費負担医療に関する費用の請求に関する省令第二条の規定に

基づき厚生労働大臣が定める様式の一部を改正する件 （厚生労働省告示第１３０号） 

 

【日本医師会ホームページ掲載】 

１．「診療報酬請求書等の記載要領等について」等の一部改正について   

（保医発 0326第５号 厚生労働省保険局医療課長、歯科医療管理官） 

２．「訪問看護計画書等の記載要領等について」の一部改正について 

（保医発 0326第６号 厚生労働省保険局医療課長） 



３．ＤＰＣ制度への参加等の手続について   

（保医発 0326第７号 厚生労働省保険局医療課長） 

４．「薬価基準等の一部改正について」等の一部改正等について 

（保医発 0326第８号 厚生労働省保険局医療課長） 

５．「厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準の制定等に伴う実施上の留意事項及び先

進医療に係る届出等の取扱いについて」の一部改正について 

（医政発 0326第２号、薬生発 0326第１号、保発 0326第１号 

厚生労働省医政局長、医薬・生活衛生局長、保険局長） 

６．「健康保険法及び高齢者の医療の確保に関する法律に規定する患者申出療養の実施上の

留意事項及び申出等の取扱いについて」の一部改正について 

（医政発 0326第３号、薬生発 0326第２号、保発 0326第２号 

厚生労働省医政局長、医薬・生活衛生局長、保険局長） 

７．「厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準の制定等に伴う手続き等の取扱いについ

て」の一部改正について     （医政研発 0326第１号、薬生薬審発 0326第１号、 

薬生機審発 0326第１号、保医発 0326第 10号 厚生労働省医政研究開発振興課長、 

医薬・生活衛生局医薬品審査管理課長、医療機器審査管理課長、保険局医療課長） 

８．「健康保険法及び高齢者の医療の確保に関する法律に規定する患者申出療養の申出等の

手続の細則について」の一部改正について         

（医政研発 0326第２号、薬生薬審発 0326第２号、薬生機審発 0326第２号、 

保医発 0326第 11号 厚生労働省医政局研究開発振興課長、 

医薬・生活衛生局医薬品審査管理課長、医療機器審査管理課長、保険局医療課長） 

９．傷病名コードの統一の推進について    （事務連絡 厚生労働省保険局医療課） 
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又
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す
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又
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す
る
件

(
同
ご
二
0
)

0
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
手
数
料
の
額
の

一
部
を
改
正
す
る
件
(
同
一
三
一
)

0
医
療
法
施
行
規
則
第
五
十
七
条
の
二
第
一

項
第
二
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
予
防
接
種
の
一
部
を
改
正

す
る
件
(
同
ご
三
マ

0
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
三
十
九
条
の

二
十
五
第
一
項
第
言
万
に
規
定
す
る
厚
生

労
働
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め

る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

(
同
一
三
一
己

0
テ
ン
サ
イ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ユ
ウ
の
緊
急
防

除
に
関
す
る
告
示
(
農
林
水
産
六
0
八
)

0
畜
産
物
の
価
格
安
定
に
関
す
る
法
律
及
ぴ

独
立
行
政
法
人
農
畜
産
業
振
興
機
構
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う

関
係
告
示
の
整
理
に
関
す
る
告
示
を
定
め

る
件
(
同
六
0
九
)

0
建
築
基
準
法
施
行
令
第
四
十
六
条
第
四
項

表
一
一
項
か
ら
岡
項
ま
で
に
掲
げ
る
軸
組

と
同
等
以
上
の
耐
力
を
有
す
る
軸
組
及
び

当
該
軸
組
に
係
る
倍
率
の
数
値
を
定
め
る

件
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

(
国
土
交
通
四
九
9

0
国
土
交
通
大
臣
が
講
習
の
実
施
機
関
を
認

定
す
る
件
(
同
四
九
一
 
S
四
九
七
)

0
国
土
交
通
大
臣
が
適
性
診
断
の
実
施
機
関

を
認
定
す
る
件
(
同
四
九
八
S
五
0
一
)

0
海
上
保
安
庁
の
航
空
機
の
番
号
及
び
標
識

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

(
海
上
保
安
庁
三
一
)

0
道
路
に
関
す
る
件

(
東
北
地
方
整
備
局
七
五
S
七
八
)

石=至

七

1

西

七

玉

0
都
市
計
画
に
関
す
る
件

(
九
州
地
方
整
備
局
六
0
)

〔
官
庁
報
告

分

一
七

官
庁
事
項

日
本
貸
金
業
恊
会
の
業
務
規
程
の
変
更
の
認

可
に
関
す
る
公
示
(
金
融
庁
)

〔
資
料
〕

四
半
期
別
G
D
P
速
報
(
二
次
速
報
)
(
二
0

一
七
(
平
成
二
十
九
)
年
十
S
十
二
月
期
)

(
内
閣
府
)〔

ハ
ム
告
〕

空

西

宅

孟

官
庁参
加
者
の
有
無
を
確
認
す
る
公
募
手
続
に

係
る
参
加
意
思
確
認
書
の
提
出
を
求
め
る

公
示
関
係

裁
判
所
公
示
催
告
破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

日
本
放
送
恊
会
放
送
受
信
料
免
除
基
準
の

一
部
変
更
、
弁
理
士
登
録
・
特
定
侵
害
訴

訟
代
理
業
務
の
付
記
、
日
本
弁
護
士
連
合

会
懲
戒
の
処
分
、
厚
生
年
金
基
金
清
算
結

了
・
清
算
人
退
任
関
係

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
・
取
上
げ
処
分
、

行
旅
死
亡
人
無
縁
墳
墓
等
改
葬
、
公
示

送
達
、
特
定
空
家
等
の
除
去
命
令
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

諸
事
項

宅

里

手

主

杢西

空

至宅

本
日
公
布
さ
れ
た
法
令
の
「
あ
ら
ま
し
」
は
、

次
の
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

平成30年3月26日月曜日 (号外第64号) (2分冊の 1)

(号外)
独立行政法人国立印刷局

美天

十コ→=
^ Pa



国
立
研
究
開
発
法
人
防

災
科
学
技
術
研
究
所
設

備
整
備
費
補
助
金

国
立
研
究
開
発
法
人
海

洋
研
究
開
発
機
構
設
備

整
備
費
補
助
金

(
瞳

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
九
年
度
予
算
に
係
る
補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た
財
産
か
ら
適
用
す
る
。

0
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
八
号

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
評
価
療
養
、
患
者
申
出
療
養
及
ぴ
選
定
療
養
(
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
九
十
五
号
)
第
一
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先
進
医
療
及
ぴ
患
者
申
出
療
養
並
び
に
施
設
基

準
(
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
同
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る

先
進
医
療
及
び
患
者
申
出
療
養
並
び
に
施
設
基
準
(
以
下
「
旧
告
示
」
と
い
う
。
)
に
よ
り
実
施
す
る
先
進
医
療
(
旧
告
示
第
二
の
三
及
び
六
並
び
に
第
三
の
七
十
及
び
七
十
六
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
)
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣
加
藤
勝
信

書
線
部
分
は
改
正
部
含

う

報

第
二
先
進
医
療
ご
と
に
定
め
る
施
設
基
準
に
適
合
す
る
病
院
又
は
診
療
所
に
お
い
て
実
施
す
る
先
進
医
療

一
(
瞳

(
削
る
)

官

改

正

薪
設
)

国
立
研
究
開
発
法
人
海

洋
研
究
開
発
機
構
設
備

整
備
費
補
助
金

(
堕

後

第
二
先
進
医
療
ご
と
に
定
め
る
施
設
基
準
に
適
合
す
る
病
院
又
は
診
療
所
に
お
い
て
実
施
す
る
先
進
医
療

一
露
)

二
三
次
元
形
状
解
析
に
よ
る
体
表
の
形
態
的
診
断

対
象
と
な
る
負
傷
、
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

頭
蓋
、
顔
面
又
は
頸
部
の
変
形
性
疾
患

施
設
基
準

改

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

ー
く
う

①
専
ら
形
成
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
小
児
外
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
又
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上
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。

②
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認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
、

小
児
外
科
専
門
医
(
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
小
児
外
科
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
)
、
眼
科
専
門
医
穴
厶
益
財
団
法
人
日
本
眼
科
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
、

耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医
(
一
般
社
団
法
人
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同

く
う
く
う

じ
。
)
又
は
口
腔
外
科
専
門
医
(
公
益
社
団
法
人
日
本
口
腔
外
科
史
=
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以

前

下
同
じ
。
)
で
あ
る
こ
と
。

当
該
療
養
に
つ
い
て
一
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

当
該
療
養
に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
又
は
歯
科
医
師
と
し
て
三
例
以
上

の
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

①
形
成
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
小
児
外
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
又
は
歯
科
口
腔
外
科
を
標
梼
し
て

い
る
こ
と
。

②
医
療
機
器
保
守
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
当
該
療
養
に
つ
い
て
三
例
以
上
の
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

く
う
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二
陽
子
線
治
療

イ
対
急
と
な
る
負
傷
、
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

頭
頂
部
腫
癌
(
脳
腫
癌
を
含
む
。
)
、
肺
・
縦
隔
腫
癌
、
消
化
管
腫
癌
、
肝
胆
縢
腫
癌
、
泌
尿
器
腫
癌
、

乳
腺
.
婦
人
科
腫
癌
又
は
転
移
性
腫
癌
(
い
ず
れ
も
根
治
的
な
治
療
法
が
可
能
な
も
の
に
限
る
。
)

口
施
設
基
準

1
 
(
略
)

2
 
保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

①
露
)

②
実
施
診
療
科
に
お
い
て
、
放
射
線
治
療
専
門
医
(
公
益
社
団
法
人
日
本
放
射
線
腫
癌
学
会
及
び
公

益
社
団
法
人
日
本
医
学
放
射
線
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
で
あ
っ
て
、
放
射
線

治
療
に
専
従
す
る
常
勤
の
医
師
が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
S
⑩
(
略
)

⑪
公
益
社
団
法
人
日
本
放
射
線
腫
癌
学
会
の
訪
問
調
査
に
応
じ
る
こ
と
。

⑫
(
堕

四
(
略
)

重
粒
子
線
治
療

イ
対
魚
と
な
る
負
傷
、
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

肺
.
縦
隔
腫
癌
、
消
化
管
腫
癌
、
肝
胆
縢
腫
癌
泌
尿
器
腫
癌
、
乳
腺
・
婦
人
科
腫
癌
又
は
転
移
性
腫

癌
(
い
ず
れ
も
根
治
的
な
治
療
法
が
可
能
な
も
の
に
限
る
。
)

口
施
設
基
準

1
 
(
略
)

2
 
保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

①
露
)

②
実
施
診
療
科
に
お
い
て
、
放
射
線
治
療
専
門
医
で
あ
っ
て
、
放
射
線
治
療
に
専
従
す
る
常
勤
の
医

師
が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
S
⑩
(
略
)

⑪
公
益
社
団
法
人
日
本
放
射
線
腫
癌
学
会
の
訪
問
調
査
に
応
じ
る
こ
と
。

⑫
(
瞳

(
削
る
)

六
抗
悪
性
腫
癌
剤
治
療
に
お
け
る
薬
剤
耐
性
遺
伝
子
検
査

イ
(
略
)

口
施
設
基
準

①

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

①
露
)

泌
尿
器
腫
癌
、
乳
腺
・
婦
人
科
腫
癌
又
は
転
移
性
腫
癌
(
い
ず
れ
も
根
治
的
な
治
療
法
が
可
能
な
も
の
に

限
る
。
)

口
施
設
基
準
(
堕

1(2
 
保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

①
露
)

②
実
施
診
療
科
に
お
い
て
、
放
射
線
治
療
専
門
医
(
公
益
社
団
法
人
日
本
放
射
線
腫
癌
学
会
及
び
公

益
社
団
法
人
日
本
医
学
放
射
線
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
及
び
放
射
線
治
療
に

専
従
す
る
常
勤
の
医
師
が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
S
⑩
(
略
)

②
脳
神
経
外
科
専
門
医
(
一
般
社
団
法
人
日
本
脳
神
経
外
科
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
)
で
あ

る
こ
と
。

③
・
④
(
略
)

(
堕

七
S
九
(
略
)

(
削
る
)

報

③
・
④
(
略
)

2
 
(
略
)

一
露
)

削
除

官

川
S
十
二

⑪
公
益
社
団
法
人
日
本
放
射
線
腫
癌
学
会
の
訪
問
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑫
(
堕

五
(
賂

重
粒
子
線
治
療

イ
対
象
と
な
る
負
傷
、
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

⑪
公
益
社
団
法
人
日
本
放
射
線
腫
癌
学
会
の
訪
問
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑫

(
堕

削
除
抗
悪
性
腫
癌
剤
治
療
に
お
け
る
薬
剤
耐
性
遺
伝
子
検
査

イ
(
略
)

口
施
設
基
準

①

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

①
(
略
)

②
脳
神
経
外
科
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。

頭
頸
部
腫
疫
肺
・
縦
隔
腫
癌
、
消
化
管
腫
癌
、
肝
胆
肺
腫
癌
、
泌
尿
器
腫
癌
、
乳
腺
・
婦
人
科
腫
癌

又
は
転
移
性
腫
癌
(
い
ず
れ
も
根
治
的
な
治
療
法
が
可
能
な
も
の
に
限
る
。
)

口
施
設
基
準
(
堕

12
 
保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

①
露
)

②
実
施
診
療
科
に
お
い
て
、
放
射
線
治
療
専
門
医
及
ぴ
放
射
線
治
療
に
専
従
す
る
常
勤
の
医
師
が
二

名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
S
⑩
(
略
)

三
陽
子
線
治
療

イ
対
象
と
な
る
負
傷
、
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

頭
頸
部
腫
癌
(
脳
腫
癌
を
含
む
。
)
、
肺
・
縦
隔
腫
癌
、
骨
軟
部
腫
疫
消
化
管
腫
癌
、
肝
胆
縢
腫
癌
、
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十
(
堕

(
削
る
)

報

十
一
歯
周
外
科
治
療
に
お
け
る
バ
イ
オ
・
り
ジ
エ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
法

イ
(
略
)

口
施
設
基
準

1
 
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

①
(
賂

②
歯
周
病
専
門
医
(
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
歯
周
病
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
J
又
は
口

官

当
該
療
養
に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
と
し
て
三
例
以
上
の
症
例
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
。

腔
外
科
専
門
医
(
ハ
ム
益
社
団
法
人
日
本
口
腔
外
科
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
J
で
あ
る
こ
と
。

③
・
④
(
略
)

侶
(
略
)

十
二
樹
状
細
胞
及
ぴ
腫
癌
抗
原
ぺ
プ
チ
ド
を
用
い
た
が
ん
ワ
ク
チ
ン
療
法

イ
(
略
)

口
施
設
基
準

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

1

①
(
賂

②
血
液
専
門
医
(
一
般
社
団
法
人
日
本
血
液
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
、
消
化

器
病
専
門
医
(
一
般
財
団
法
人
日
本
消
化
器
病
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
、
呼

吸
器
専
門
医
(
一
般
社
団
法
人
日
本
呼
吸
器
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
、
呼
吸

器
外
科
専
門
医
(
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
胸
部
外
科
学
会
又
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
呼

吸
器
外
科
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
、
消
化
器
外
科
専
門
医
(
一
般
社
団
法
人

日
本
消
化
器
外
科
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
、
が
ん
薬
物
療
法
専
門
医
(
ハ
ム
益

社
団
法
人
日
本
臨
床
腫
癌
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
)
又
は
乳
腺
専
門
医
(
一
般
社
団
法
人
日

本
乳
癌
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
J
で
あ
る
こ
と
。

③
・
④
(
略
)

)2
 
(
略
)

く
う

保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

整
形
外
科
及
ぴ
放
射
線
科
を
標
梼
し
て
い
る
こ
と
。

当
該
療
養
に
つ
い
て
五
例
以
上
の
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

十
五
歯
周
外
科
治
療
に
お
け
る
バ
イ
オ
・
り
ジ
エ
ネ
レ
ー
シ
ヨ
ン
法

イ
(
略
)

口
施
設
基
準

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

①

①
露
)

②
歯
周
病
専
門
医
(
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
歯
周
病
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
)
又
は
口

く
う腔
外
科
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。

③
・
④
(
略
)

)2
 
(
略
)

十
六
樹
状
細
胞
袈
腫
癌
抗
原
ぺ
プ
チ
ド
を
用
い
た
が
ん
ワ
ク
チ
ン
療
法

イ
(
略
)

口
施
設
基
準

①

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

①
(
堕

②
血
液
専
門
医
(
一
般
社
団
法
人
日
本
血
液
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
、
消
化

器
病
専
門
医
(
一
般
財
団
法
人
日
本
消
化
器
病
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
、
呼

吸
器
専
門
医
(
一
般
社
団
法
人
日
本
呼
吸
器
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
、
呼
吸

器
外
科
専
門
医
(
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
胸
部
外
科
学
会
又
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
呼

吸
器
外
科
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
、
消
化
器
外
科
専
門
医
(
一
般
社
団
法
人

日
本
消
化
器
外
科
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
、
が
ん
薬
物
療
法
専
門
医
(
ハ
ム
益

社
団
法
人
日
本
臨
床
腫
癌
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
又
は
乳
腺
専
門
医
(
一
般

が
ん

社
団
法
人
日
本
乳
癌
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
J
で
あ
る
こ
と
。

③
・
④
(
略
)

2
 
(
略
) 診

療
放
射
線
技
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

医
療
安
全
管
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
略
)

定
量
的
C
T
を
用
い
た
有
限
要
素
法
に
よ
る
骨
強
度
予
測
評
価

対
象
と
な
る
負
傷
、
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

し
よ
う
そ
う
は

骨
粗
癒
症
、
骨
変
形
若
し
く
は
骨
腫
癌
又
は
骨
腫
癌
掻
腰
術
後
の
も
の

施
設
基
準

く
う

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

専
ら
整
形
外
科
に
従
事
し
、
当
該
診
療
科
に
つ
い
て
六
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

整
形
外
科
専
門
医
(
公
益
社
団
法
人
日
本
整
形
外
科
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)

で
あ
る
こ
と
。

当
該
療
養
に
つ
い
て
一
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

医
療
機
器
保
守
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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十
三
(
略
)

(
削
る
)

報官

十
四イ口

多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
を
用
い
た
水
晶
体
再
建
術

(
堕

施
殷
基
準

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

①
(
堕

②
眼
科
専
門
医
穴
厶
益
財
団
法
人
日
本
眼
科
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
で
あ
る

こ
と
。

③
S
⑤
(
略
)

2
 
(
略
)

(
削
る
)

②
小
児
科
専
門
医
又
は
臨
床
遺
伝
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。

(
堕

E
B
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
迅
速
診
断
(
り
ア
ル
タ
イ
ム
P
C
R
法
)

対
魚
と
な
る
負
傷
、
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

E
B
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
(
免
疫
不
全
の
た
め
他
の
方
法
に
よ
る
鑑
別
診
断
が
困
難
な
も
の
に
限
る
。
)

施
設
基
準

③
当
該
療
養
に
つ
い
て
一
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

1

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

①
専
ら
内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
小
児
外
科
又
は
泌
尿
器
科
に
従
事
し
、
当
該
診
療
科
に
つ
い
て
三

年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

②
総
合
内
科
専
門
医
(
一
般
社
団
法
人
日
本
内
科
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
、

小
児
科
専
門
医
、
外
科
専
門
医
(
一
般
社
団
法
人
日
本
外
科
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
)
、
小
児
外
科
専
門
医
又
は
泌
尿
器
科
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。

③
当
該
療
養
に
つ
い
て
一
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

④
当
該
療
養
に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
と
し
て
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
。
保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

①②③④⑤⑥

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
小
児
外
科
又
は
泌
尿
器
科
を
標
楞
し
て
い
る
こ
と
。

臨
床
検
査
技
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
十
四
時
間
院
内
検
査
を
実
施
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
九イ口

医
療
機
器
保
守
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

当
該
療
養
に
つ
い
て
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
を
用
い
た
水
晶
体
再
建
術

(
堕

施
設
基
準

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

①
露
)

②
眼
科
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。

医
療
安
全
管
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
S
⑤

2
 
(
略
)

フ
エ
ニ
ル
ケ
ト
ン
尿
症
の
造
伝
子
診
断

(
賂

対
象
と
な
る
負
傷
、
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

ン
水
酸
化
酵
素
欠
損
症

口
施
設
基
準

フ
エ
ニ
ル
ケ
ト
ン
尿
症
、
高
フ
エ
ニ
ル
ア
ラ
ニ
ン
血
症
又
は
ピ
オ
プ
テ
リ
ン
反
応
性
フ
エ
ニ
ル
ア
ラ
ニ

④
当
該
療
養
に
つ
ぃ
て
、
当
該
療
養
を
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
と
し
て
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
。

1

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

①
専
ら
小
児
科
に
従
事
し
、
当
該
診
療
科
に
つ
い
て
五
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。
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十
五
S
十
七

(
削
る
)

報

(
堕

官

(
削
る
)

保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

①
小
児
科
を
標
袴
し
て
い
る
こ
と
。

②
臨
床
検
査
技
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
医
療
機
器
保
守
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

④
倫
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
届
出
後
当
該
療
養
を
初
め
て
実
施
す
る
と
き
は
、
必
ず
事
前

ー
う

に
開
催
す
る
こ
と
。

医
療
安
全
管
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

5

遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施
体
制
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

6⑦
造
伝
子
関
連
検
査
検
体
品
質
管
理
マ
ニ
ユ
ア
ル
に
従
っ
て
検
体
の
品
質
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

0

と
⑧
当
該
療
養
に
つ
い
て
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

S
二
十
三
(
略
)

当
該
療
養
に
つ
い
て
三
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

前
眼
部
三
次
元
画
像
解
析

対
象
と
な
る
負
傷
、
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

緑
内
障
、
角
膜
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
角
膜
白
斑
、

角
膜
変
性
、
角
膜
不
正
乱
視
、
水
萢
性
角
膜
症
、
円

錐
角
膜
若
し
く
は
水
晶
体
疾
患
又
は
角
膜
移
植
術
後
で
あ
る
者
に
係
る
も
の

口
施
設
基
準

い

当
該
療
養
に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
と
し
て
五
例
以
上
の
症
例
を
実

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

①
専
ら
眼
科
に
従
事
し
、
当
該
診
療
科
に
つ
い
て
四
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

②
眼
科
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。

③
当
該
療
養
に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
と
し
て
十
例
以
上
の
症
例
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
。

保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

①
眼
科
を
標
務
し
て
い
る
こ
と
。

②
医
療
機
器
保
守
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
十
五
急
性
り
ン
パ
性
白
血
病
細
胞
の
免
疫
遺
伝
子
再
構
成
を
利
用
し
た
定
量
的
P
C
R
法
に
よ
る
骨
髄
微

③
当
該
療
養
に
つ
い
て
十
例
以
上
の
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

小
残
存
病
変
(
M
R
D
)
量
の
測
定

ー
う

対
象
と
な
る
負
傷
、
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

イ
髄
浸
潤
を
認
め
る
り
ン
パ
芽
球
性
り
ン
パ
腫
若
し
く
は
バ
ー
キ
ッ
ト
リ
ン
パ
腫

口
施
設
基
準

急
性
り
ン
パ
性
白
血
病
(
A
L
L
)
又
は
非
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
(
N
H
L
)
で
あ
っ
て
初
発
時
に
骨

施
し
て
い
る
こ
と
。

保
険
医
療
機
関
が
自
ら
そ
の
全
部
を
実
施
す
る
場
合
の
当
該
保
険
医
療
機
関
の
施
設
基
準

①
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

専
ら
小
児
科
又
は
内
科
に
従
事
し
、
当
該
診
療
科
に
つ
い
て
五
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

血
液
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。
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報官

②
保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

小
児
科
を
標
袴
し
て
い
る
こ
と
。

実
施
診
療
科
に
お
い
て
、
血
液
専
門
医
の
経
験
を
五
年
以
上
有
す
る
常
勤
の
医
師
が
三
名
以
上

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ー
う

臨
床
検
査
技
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(
削
る
)

病
床
を
十
床
以
上
有
し
て
い
る
こ
と
。

当
該
療
養
を
実
施
す
る
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
、
常
時
、
入

院
患
者
の
数
が
七
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に

お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ

る
場
合
に
は
、
当
該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
二
以
上
で
あ
る
こ
と
。

当
直
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
十
四
時
問
院
内
検
査
を
実
施
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

医
療
機
器
保
守
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

倫
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
届
出
後
当
該
療
養
を
初
め
て
実
施
す
る
と
き
は
、
必
ず
事

前
に
開
催
す
る
こ
と
。

医
療
安
全
管
理
委
員
会
が
殷
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

保
険
医
療
機
関
が
他
の
保
険
医
療
機
関
に
対
し
て
検
体
の
採
取
以
外
の
業
務
を
委
託
し
て
実
施
す
る

当
該
療
養
に
つ
い
て
二
十
例
以
上
の
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

場
合
の
当
該
保
険
医
療
機
関
の
施
設
基
準

①
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

圃
専
ら
小
児
科
又
は
内
科
に
従
事
し
、
当
該
診
療
科
に
つ
い
て
五
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

血
液
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。

如
②
保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

印
小
児
科
又
は
内
科
を
標
袴
し
て
い
る
こ
と
。

同
倫
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
届
出
後
当
該
療
養
を
初
め
て
実
施
す
る
と
き
は
、
必
ず
事

前
に
開
催
す
る
こ
と
。

⑳
造
伝
子
関
連
検
査
検
体
品
質
管
理
マ
ニ
ユ
ア
ル
に
従
っ
て
検
体
の
品
質
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
。

3

②
に
規
定
す
る
保
険
医
療
機
関
か
ら
検
体
の
採
取
以
外
の
業
務
を
受
託
す
る
保
険
医
療
機
関
の
施
設

準
基①

ー
う

①
に
規
定
す
る
施
設
基
準
に
適
合
し
て
い
る
旨
を
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
て
い
る
保
険
医
療

機
関
で
あ
る
こ
と
。

②
当
該
保
険
医
療
機
関
が
受
託
し
て
行
っ
た
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
当
該
保
険
医
療
機
関
に
業
務

を
委
託
し
た
保
険
医
療
機
関
に
対
し
て
、
臨
床
的
な
意
義
等
適
切
な
医
学
的
解
釈
そ
の
他
の
必
要
な

事
項
を
報
告
す
る
こ
と
。

最
小
侵
襲
椎
体
椎
間
板
掻
昶
洗
浄
術

対
象
と
な
る
負
傷
、
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

脊
椎
感
染
症
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報官

(
削
豆

十
八
 
M
E
N
1
遺
伝
子
診
断

イ
(
略
)

口
施
設
基
準

1
 
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

①
内
分
泌
代
謝
科
専
門
医
(
一
般
社
団
法
人
日
本
内
分
泌
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
)
、
外
科

施
設
基
準

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

専
ら
整
形
外
科
に
従
事
し
、
当
該
診
療
科
に
つ
い
て
十
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

②
・
③

2
 
(
略
)

)

整
形
外
科
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。

当
該
療
養
に
つ
い
て
三
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

当
該
療
養
に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
又
は
補
助
を
行
う
医
師
と
し
て
八

例
以
上
の
症
例
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
当
該
療
養
を
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
と
し
て
三
例

般
社
団
法
人
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
)
又
は
臨
床
造
伝
専
門
医
で
あ
る
こ

と
。

②
・
③
(
略
)

2
 
(
略
)

専
門
医
(
一
般
社
団
法
人
日
本
外
科
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
)
、
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医
(
一

以
上
の
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

①
整
形
外
科
を
標
楞
し
て
い
る
こ
と
。

②
実
施
診
療
科
に
お
い
て
、
常
勤
の
医
師
が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
麻
酔
科
標
楞
医
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

④⑤⑥

ー
ら

診
療
放
射
線
技
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ー
う

病
床
を
二
十
床
以
上
有
し
て
い
る
こ
と
。

当
該
療
養
を
実
施
す
る
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
、
常
時
、
入
院

患
者
の
数
が
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い

て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合

上
で
あ
る
こ
と
。

当
該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以

当
直
体
制
が
整
備
さ
れ
、
専
ら
整
形
外
科
に
従
事
す
る
医
師
が
当
直
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

緊
急
手
術
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
十
四
時
問
院
内
検
査
を
実
施
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

医
療
機
器
保
守
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

医
療
安
全
管
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
十
七
及
び
二
十
八
削
除

二
十
九
 
M
E
N
1
遺
伝
子
診
断

イ
(
整

口
施
設
基
準

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

1

①
内
分
泌
代
謝
科
専
門
医
(
一
般
社
団
法
人
日
本
内
分
泌
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
)
、
外
科

専
門
医
、
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医
又
は
臨
床
遣
伝
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。

当
該
療
養
に
つ
い
て
五
例
以
上
の
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

届
出
後
当
該
療
養
を
五
例
実
施
す
る
ま
で
の
間
は
、
一
月
に
一
回
、
地
方
厚
生
局
長
等
に
対
し
当

該
療
養
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
。

(
瞳

こ
ネ
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(
削
る
)

報官

十
九
・
一
干

(
削
る
)

(
賂

金
属
代
替
材
料
と
し
て
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
で
補
強
さ
れ
た
高
強
度
の
コ
ン
ポ
ジ
ツ
ト
レ
ジ
ン
を
用
い

三

た
三
ユ
ニ
ッ
ト
ブ
リ
ツ
ジ
治
療

対
象
と
な
る
負
傷
、
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

イ
歯
と
す
る
も
の
に
限
る
J

口
施
設
基
準

臼
歯
部
中
間
欠
損
(
臼
歯
部
の
う
ち
一
歯
が
欠
損
し
、
そ
の
欠
損
し
た
臼
歯
に
隣
接
す
る
臼
歯
を
支
台

状
腺
外
科
学
会
及
び
日
本
内
分
泌
外
科
学
会
が
合
同
で
設
置
し
た
も
の
を
い
う
。
)
が
作
成
す
る
名
簿

住

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

①
専
ら
歯
科
に
従
事
し
、
当
該
診
療
科
に
つ
い
て
五
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

ー
て
つ
て
つ

②
補
綴
歯
科
専
門
医
穴
厶
益
社
団
法
人
日
本
補
綴
歯
科
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
J
で
あ
る
こ

と
。

「
内
視
鏡
下
甲
状
腺
手
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
(
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
二
日
に
日
本
甲

③
当
該
療
養
に
つ
い
て
一
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

④
当
該
療
養
に
つ
ぃ
て
、
当
該
療
養
を
主
と
し
て
実
施
す
る
歯
科
医
師
又
は
補
助
を
行
う
歯
科
医
師

と
し
て
六
例
以
上
の
症
例
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
当
該
療
養
を
主
と
し
て
実
施
す
る
歯
科
医

師
と
し
て
五
例
以
上
の
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

①
歯
科
を
標
袴
し
て
い
る
こ
と
。

②
実
施
診
療
科
に
お
い
て
、
常
勤
の
歯
科
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
歯
科
衛
生
士
及
ぴ
歯
科
技
工
士
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

④
医
療
機
器
保
守
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ー
う

⑤
医
療
安
全
管
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑥
当
該
療
養
に
つ
い
て
五
例
以
上
の
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

⑦
届
出
月
か
ら
起
算
し
て
六
月
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
又
は
届
出
後
当
該
療
養
を
十
例
実
施
す
る
ま

三
十
丁
三
十
二
(
略
)

三
十
三
内
視
鏡
下
甲
状
腺
悪
性
腫
癌
手
術

イ
対
数
と
な
る
負
傷
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

で
の
間
は
、
一
月
に
一
回
、
地
方
厚
生
局
長
等
に
対
し
当
該
療
養
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
す
る

こ
と
。

も
の
に
限
る
。
)

口
施
設
基
準

甲
状
腺
が
ん
(
未
分
化
が
ん
を
除
き
、
甲
状
腺
皮
膜
浸
潤
及
び
明
ら
か
な
り
ン
パ
節
腫
大
を
伴
わ
な
い

に
登
録
し
て
い
る
こ
と
。

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

専
ら
外
科
、
頭
頸
部
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
又
は
内
分
泌
外
科
に
従
事
し
、
当
該
診
療
科
に
つ
い
て

十
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

②
甲
状
腺
外
科
専
門
医
倉
本
甲
状
腺
外
科
学
会
皐
成
十
七
年
十
月
二
十
九
日
設
立
)
が
認
定
し

た
も
の
を
い
う
。
)
又
は
内
分
泌
外
科
専
門
医
盲
本
内
分
泌
外
科
学
会
露
和
六
十
三
年
七
月
二
十

四
日
設
立
)
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
)
で
あ
る
こ
と
。

③
当
該
療
養
に
つ
い
て
一
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

け
い

④

当
該
療
養
に
つ
ぃ
て
、
当
該
療
養
を
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
と
し
て
五
例
以
上
の
症
例
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
。
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(
削
る
)

報官

保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

①
外
科
、
頭
頸
部
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
又
は
内
分
泌
外
科
を
標
袴
し
て
い
る
こ
と
。

(
削
る
)

(
削
る
)

②
当
直
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
緊
急
手
術
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

④
二
十
四
時
間
院
内
検
査
を
実
施
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

け
い

⑤
医
療
機
器
保
守
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑥
医
療
安
全
管
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑦
当
該
療
養
に
つ
い
て
五
例
以
上
の
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

U
投
与
量
の
決
定

F
O
L
F
O
×
6
単
独
療
法
に
お
け
る
血
中
5
1
F
U
濃
度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
を
用
い
た
5
1
F

対
象
と
な
る
負
傷
、
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

に
再
発
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
)

口
施
設
基
準

大
腸
が
ん
(
七
十
歳
以
上
の
患
者
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
切
除
が
困
難
な
進
行
性
の
も
の
又
は
術
後

②
産
婦
人
科
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

①
専
ら
外
科
又
は
腫
癌
内
科
に
従
事
し
、
当
該
診
療
科
に
つ
い
て
五
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

②
が
ん
治
療
認
定
医
(
一
般
社
団
法
人
日
本
が
ん
治
療
認
定
医
機
構
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以

う

下
同
じ
。
)
又
は
が
ん
薬
物
療
法
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。

③
 
F
O
L
F
O
X
療
法
に
つ
い
て
十
例
以
上
の
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

①
外
科
又
は
腫
癌
内
科
を
標
袴
し
て
い
る
こ
と
。

②
薬
剤
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
臨
床
検
査
技
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

④
当
直
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑤
医
療
機
器
保
守
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑥
倫
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
必
要
な
場
合
に
事
前
に
開
催
す
る
こ
と
。

⑦
医
療
安
全
管
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑧
が
ん
治
療
認
定
医
又
は
が
ん
薬
物
療
法
専
門
医
の
研
修
施
設
で
あ
る
こ
と
。

{
う

⑨
届
出
月
か
ら
起
算
し
て
六
月
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、
一
月
に
一
回
、
地
方
厚
生
局
長
等
に
対

し
当
該
療
養
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
。

当
該
療
養
を
実
施
し
た
結
果
に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
実
施
し
て
い
る
他
の
保
険
医
療
機
関
と
共

有
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

削
除
腹
腔
鏡
下
広
汎
子
宮
全
摘
術

対
象
と
な
る
負
傷
、
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

三

子
宮
頸
が
ん
(
ス
テ
ー
ジ
が
1
A
2
期
、
 
1
B
1
期
又
は
Ⅱ
A
1
期
の
患
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
)

施
設
基
準

け
い

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

①
専
ら
産
婦
人
科
又
は
婦
人
科
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
。
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報官

二二

二

露
)

多
項
目
迅
速
ウ
ィ
ル
ス
P
C
R
法
に
よ
る
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
早
期
診
断

対
急
と
な
る
負
傷
、
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

イ

ー
し
よ
う
さ
い

移
植
、
同
種
骨
髄
移
植
、
同
種
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
又
は
縢
帯
血
移
植
に
限
る
。
)
後
の
患
者
に
係
る
も

の
に
限
る
。
)

賂

口
(
二
十
四

(
賂

.

腹
腔
鏡
下
傍
大
動
脈
り
ン
パ
節
郭
清
術

イ
(
堕

口
施
設
基
準

)

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

1

①
(
堕

レ
ゞ
し
よ
う

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
も
の
(
造
血
幹
細
胞
移
植
(
自
家
骨
髄
移
植
、
自
家
末
梢
血
幹
細
胞

二
十
三

二
十
五

③
当
該
療
養
に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
と
し
て
三
例
以
上
の
症
例
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
。

し
よ
う

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
も
の
(
造
血
幹
細
胞
移
植
(
自
家
骨
髄
移
植
、
自
家
末
梢
血
管
細
胞

④
腹
腔
鏡
手
術
に
つ
い
て
五
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

<
、
つ

1

三
十
九

四
十
一

②③

産
婦
人
科
又
は
婦
人
科
、
病
理
診
断
科
及
び
麻
酔
科
を
標
傍
し
て
い
る
こ
と
。

ι
ι 実

施
診
療
科
に
お
い
て
、
常
勤
の
医
師
が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

病
理
診
断
科
及
ぴ
麻
酔
科
に
お
い
て
、
常
勤
の
医
師
が
そ
れ
ぞ
れ
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

②
婦
人
科
腫
癌
専
門
医
穴
厶
益
社
団
法
人
日
本
婦
人
科
腫
癌
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
)
で
あ

る
こ
と
。

③
・
④
(
略
)

恰
(
略
)

臨
床
工
学
技
士
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

診
療
放
射
線
技
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

病
床
を
二
十
床
以
上
有
し
て
い
る
こ
と
。

当
該
療
養
を
実
施
す
る
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
、
常
時
、
入
院

患
者
の
数
が
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い

て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合

上
で
あ
る
こ
と
。

当
該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以

当
直
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

緊
急
手
術
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

1
一
つ

二
十
四
時
間
院
内
検
査
を
実
施
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

医
療
機
器
保
守
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

倫
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
必
要
な
場
合
に
事
前
に
開
催
す
る
こ
と
。

当
該
療
養
に
つ
い
て
三
例
以
上
の
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

(
堕

多
項
目
迅
速
ウ
ィ
ル
ス
P
C
R
法
に
よ
る
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
早
期
診
断

対
魚
と
な
る
負
傷
、
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

医
療
安
全
管
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ー
し
'
さ
い

移
植
、
同
種
骨
髄
移
植
、
同
種
末
梢
血
管
細
胞
移
植
又
は
鵬
帯
血
移
植
に
限
る
。
)
後
の
患
者
に
係
る
も

の
に
限
る
。
)

口
(
堕

露
)

四
十

.

腹
腔
鏡
下
傍
大
動
脈
り
ン
パ
節
郭
清
術

イ
(
略
)

口
施
設
基
準

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

1(

①
露
)

②
婦
人
科
腫
癌
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。

③
・
④
(
略
)

)2
 
(
略
)
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二
十
六

二
十
八

二
十
七
(
略
)

対
魚
と
な
る
負
傷
、
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

イ

血
中
T
A
R
C
濃
度
の
迅
速
測
定

汎
発
型
の
皮
疹
(
皮
膚
科
専
門
医
(
ハ
ム
益
社
団
法
人
日
本
皮
膚
科
学
会
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
)
が
重
症
又
は
重
症
化
の
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
薬
疹
が
疑
わ
れ
る
も
の

に
限
る
。
)

口
施
設
基
準

露
)

し
ん

第
三
先
進
医
療
を
適
切
に
実
施
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
個
別
に
認
め
ら
れ

た
病
院
又
は
診
療
所
に
お
い
て
実
施
す
る
先
進
医
療

削
除

二

削
除

三
S
五
(
略
)

六

削
除

七
露
)

八
及
び
九

削
除

十
及
び
十
一

削
除

1

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

①
専
ら
皮
膚
科
に
従
事
し
、
当
該
診
療
科
に
つ
い
て
十
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

②
皮
膚
科
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。

保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

2

報

①
皮
膚
科
を
標
袴
し
て
い
る
こ
と
。

②
実
施
診
療
科
に
お
い
て
、
常
勤
の
医
師
が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一
名
は
当
該

診
療
科
に
つ
い
て
十
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
皮
膚
科
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。

③
内
科
に
お
い
て
常
勤
の
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

官

{
う

④
臨
床
検
査
技
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑤
病
床
を
百
床
以
上
有
し
て
い
る
こ
と
。

⑥
当
該
療
養
を
実
施
す
る
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
、
常
時
、
入
院

患
者
の
数
が
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い

て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合

に
は
、
当
該
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
以

上
で
あ
る
こ
と
。

し
ん

当
直
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
十
四
時
間
院
内
検
査
を
実
施
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
十
一
一
・
四
十
三

(
新
設
)

⑪
医
療
安
全
管
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
三
先
進
医
療
を
適
切
に
実
施
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
個
別
に
認
め
ら
れ

た
病
院
又
は
診
療
所
に
お
い
て
実
施
す
る
先
進
医
療

(
削
る
)

(
削
る
)

-
 
S
三
(
略
)

(
削
る
)

四
露
)

(
削
る
)

(
削
る
)

医
療
機
器
保
守
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

倫
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
届
出
後
当
該
療
養
を
初
め
て
実
施
す
る
と
き
は
、
必
ず
事
前

に
閧
催
す
る
こ
と
。
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五
S
七
(
略
)

(
削
る
)

ハ
・
九
(
略
)

(
削
る
)

(
削
る
)

十
S
十
六
(
略
)

(
削
る
)

十
七
S
二
十
三
(
略
)

(
削
る
)

二
十
四
S
二
十
六
(
略
)

(
削
る
)

二
十
七
(
略
)

(
削
る
)

二
十
八
露
)

(
削
る
)

二
十
九
S
三
十
七
(
略
)

(
削
る
)

三
十
八
S
四
十
五
(
略
)

(
削
る
)

四
十
六
S
五
十
一
(
略
)

(
削
る
)

七
十
重
粒
子
線
治
療
前
立
腺
が
ん
(
遠
隔
転
移
し
て
お
ら
ず
、
 
D
,
 
A
m
・
1
C
0
分
類
で
高
り
ス
ク
群
と

診
断
さ
れ
る
も
の
に
限
る
J

七
十
一
 
S
七
十
五
(
略
)

報官

七
十
六

陽
子
線
治
療
前
立
腺
が
ん
(
遠
隔
転
移
し
て
お
ら
ず
、
 
N
C
C
N
分
類
で
中
り
ス
ク
群
と
診
断
さ

(
削
る
)

五
十
二
S
五
十
六

(
削
る
)

十
二
1
十
四
(
略
)

十
五
削
除

十
六
・
十
七
(
略
)

十
八
削
除

十
九
削
除

二
十
S
二
十
六
(
略
)

二
十
七
削
除

二
十
八
S
三
十
四
(
略
)

三
十
五
削
除

三
十
六
S
三
十
八
(
略
)

三
十
九
削
除

四
十
(
略
)

四
十
一
削
除

四
十
二
(
略
)

四
十
三
削
除

四
十
四
S
五
十
二
(
略
)

十
三
削
除

五
十
四
S
六
十
一
(
略
)

六
十
二
削
除

六
十
三
S
六
十
八
(
略
)

五
十
七
1
六
十
二
(
略
)

六
十
三

マ
ル
チ
プ
レ
ッ
ク
ス
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
進
行
再
発
固
形
が
ん
(
切
除
が
困
難
で
進
行
性
の
も
の

れ
る
も
の
に
限
る
。
)

七
十
七
S
八
十
二
(
略
)

薪
設
)

(
賂

又
は
術
後
に
再
発
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
原
発
部
位
が
不
明
な
も
の
又
は
治
療
法
が
存
在
し
な
い
も
の
従

0
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
九
号

六
十
九
ヒ
ト
ー
L
1
Ⅱ
製
剤
を
用
い
た
心
筋
保
護
療
法
 
S
T
上
昇
型
急
性
心
筋
梗
塞
(
再
港
流
療
法
を
施

来
の
治
療
法
が
終
了
し
て
い
る
も
の
若
し
く
は
従
来
の
治
療
法
が
終
了
予
定
の
も
の
に
限
る
。
)

療
養
の
給
付
馨
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
(
昭
和
五
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
)
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
療
養
の
給
寸
及
ぴ
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
清
求
に
関
す
る
省
A
 
第
七
条

第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
様
式
(
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
六
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
、
ら
適
用
す
る
0
 
こ
・
こ
し
、
こ
の
告
示
の
適
の
際
に

告
示
に
よ
る
改
正
前
の
療
養
の
給
付
及
ぴ
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
様
式
様
式
第
三
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
)
て
は
、
当
分
の
占
、
」

を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣
加
藤
勝
信

行
す
る
場
合
に
限
る
。
)
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診療報酬明細書
(歯科)0

費立、

負担名

番号

X

月曜日

職務上の箏由

1男 2女 1明 2大 3昭 4平

平成

1 載務上 2 下船後3月以内 3 通勤災害

官

午

公費負判

医療の受

給者岳号

初診

月分

再診

都道府
県番号

管理・りハ

報

投薬・症射

;"寺1瑚外

生

X

^

歯管

医療桜関コード

:時間外

全顎

標

内屯外注

;休日

特記出項

+

X Xノ、

X

う蝕

+

1深夜

1休日 X

十

(号外第64号)

舶'、、ー、、、ヌ"、ー、

届

X

色調

;,L

保険者
爵号

+

S培

円

出

補管
歯初診

SC

深夜 X

保護処置

EMR

+

被保険者証・被保険者
予帳等の記号・番号

X

Pcur 前

悔

X

;,L・時問外

3

X

保険医
療機関
の所在
地及ぴ

名称

P混検

綻管

1 社悩:3 後期

2 公費:4 退職

X

距L X ;乳・時間外 X

麻

X

顎運動

+

X

.

X

伝麻

X

X

補ミみ

点

;卓L・休日

X

X

根._____ニ___
X

貼'ーーーー"関一ーー

前

実地指

X

X

X

X

X

1 単独

1処方

X

X

+

X

X

;大

P部検

X

2 本外18 高外一
4 六外1

6 家外,0

浸麻

X

X

+

;乳・深夜

X

※

:乳・休臼

+

支古
m亀

X

根_______ど____
X

充、ー、、、、ーニ、、、、

1^画惚

前接 X + X .盆削 X + X + X
.ー、ー、、、、、ー、ー、、ー・ー・・・・・・ー・・ーー・-1 ・・ーー・ー・・・・・・ー・・・・、・・・ー・・・・・・・ー・、・・・・・ー・・ー・・ー・
金 X +× 1ご金 X + X + X

X

X

X

填塞

X

X

雑持管理

SRP前

X

X

1情

臼

X

;特

:,L・深夜

X

高外7

支台築造メタル前小

X

占

その他

1098

70

X

X

X

X

;ノ」、

+

;特導

+

X

X

"

X

X

X

1~4歯 X

有5~8歯 X

9~Ⅱ歯 X

歯12~14歯 X

総義歯 X

X

1特連

玲

知覚過敏

処

X

診療
実日数

X

;大

1埋

X

;特地

X

+

X

その他

X

年

転掃

X

】大

+

X

X

X

1再外来環

月

SPT( D

;外来環

X

X

+

治癒

日(

X

日

X

X

注

E前

日)

X

,その他前小

死亡

皎羽

SPT(Ⅱ)

摘

X
^^^^^^^^^^^^

X

X

X

一部負1

金額

匂」剛

F局

※

中止

T.cond

X

X

要

鉤

苗梢

X

点

P処

X

C /」、 X
^^^^^^^^^^^^^^^

D大 X

T.C

X

X

X

大

X

:大

X

全寿1/{

X

P基処

X

仮着

X

X

奘着

X

修形

市し X I X
^ XIX

装培

材料

X

減額御K円)

免除・支払猶予

X

X

X

X

X

X

、゛,

+

X

充形

X

円

X

填一ーーーーーーー
X2

X

X

X

リテイナー

XX

^.^^^^^^^^^^^^^
X X

屈曲不特

Br装着

+

X

X X

充.ーーーー』一ーーー.ーーー
XXⅡ

X

X

X

X

人、、、"、ニ、'"、関""、'
工 X X

歯,____1.__.:Σ__._

1保

X

合計

X

円

X

公喪分

点数

決定

X

X

請求

患者負担額
(公費)

決定

X

※

高額療養贄

様
式
第
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
三

併22

付
割
合

イ33

歯
科

療
日始

診
開

そ
の
他

一
一
一
一

X
-
X
-
X

一
一

一
.

,
.
+
.
■
1
'

一
一

一
一

精
密
検
査

一
一

一
一

X
 
-
 
X

X
-
X
-
X

一
一

ゞ
-
X
-
X

門

一
一

一
一

;
+
.
'
'
,

・
・
+
・
・

.

除
去

X
 
●
 
X

'
1
↓
,
.

X
 
-
 
X

印
象

一
一

一
一

基
本
検
査

X
-
X

・
・
・
〒
・
・

X
.
ー
ー
『
.
ー

X

生
切一
一
一
一

X
 
-
 
X
 
-
 
X

一
一

一
一

加
圧
根
充

皎
合

X
-
X

門

氏
名

先
填
1

修
糧

(
榔
洞

傷
病
忠
部
位

.

X
-
X

そ
の
他

X
-
X

前

一
一
接

ジ硬

X
-
X
-
X

一感
根
処

X
-
X
-
X

十
.
+
一
+

X
-
X
-
X
一

.

.

+
一
+
一
+

一

L早

+
一
+
一

X
 
-
 
X

.
肌
+
,

X
-
X

X
-
X

成

そ
の
他

一
一

.

.
、
.
.
一
一

一
.

前
一
小
一
大

橡
茶
随

X
 
XX

-
X
-
X

双
.
け

不
・
特

.
1
J
.
ー

-
X

-
U

+
一
+

コ

一.

滅
査
滅
検

一
一
一
一

X
 
-
 
X
 
-
 
X

X
-
X
-
X
-
X

小

一

一
一
一

:
●
1
ー
゛
,
1
T
1

一
一
一

一
一
一

X
 
-
 
X
 
-
 
X
 
-
 
X

一

C
一
硬
一

前
一
金
一
乳

一一

一一

一一

床
修
理

双
一
L

(
失
単
)

;
,
T
.
'
宅
1
'

一
一

一
.

一.

.
扶
.

処
貴
・
手
術

N
K
線
鉤

X
-
X
-

.
'
」
'
'
■

X
-
X

乳歯抜

一
一

X
 
-
 
X
 
-
 
X

一
一

.
、
一
.
、
一
銀

"一

X
-
X
-
X

双
一
腕
一

一
一

小
一
ν
一
,
ハ
一
銀

前
一
削
尖
突

属
歯
冠
修
,

X
-
X
-
X
-
X
-
X

.

大
●
小
一
大
一
犬
一
前

双
一
双
読
一
腕
闘

ノ

.
1
↓
1
"
T
.
一
1
1
『
1

そ
の
他

一
一

一
一

一
一
一
一

.

1
■
,
ー
ー
'
■

.

.
'
.
.

X
-
X
-
X
-
X

口

歯
冠
修
復
及
び
欠
損
補
綴

幽

C
一
硬
一

仰
一
金
一
,

(
生
単
〕

歯
冠
形

X
X

一
一
一

一
一
一

鋳
造

X
-
X
-
X
-
X
-
X

X
 
-
X
 
-
X

一
艸

司
一
卜
州

.
、
一
一
、
一
゛
、

前
装

.一

明
明

一
Ⅱ
一
一

・
・
'
・
,
一
・
,
〒
・

X
-
X
-
X
-
X

X
-
X
-
X
-
X
-
X

一
一

大
一
小
尖
突
一
市

ヌ
一
双
一
腕
一
朋
一
腕

刊
K

鋳
造

一
一床

適
合

一
一

X
 
X
 
岫
 
X

X
X

ポ
.
ノ
ア
イ
タ
,

一
乍
プ
〕



0
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
号

訪
問
看
護
療
養
費
及
び
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
(
平
成
四
年
厚
生
省
令
第
五
号
)
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
訪
問
看
護
療
養
費
及
ぴ
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
第
二
条
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
様
式
(
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
七
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
告
示
の
適
用
の
際
現
に
存
す
る
こ
の
告
示
に
よ
る
改

正
前
の
訪
問
看
護
療
養
費
及
ぴ
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
第
二
条
の
規
定
に
基
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イ州゛甘"以憐30分漣釧)
(迦4 四 R以降30分以上)

@准お詫師 ι辿O H H生で30分井:柚)
〔週3 n 口まで30分以上)
(週゛日目D降:川分永戒)
イ迷4 H "以陦30分以上)

@署經師坤 (辿3enまで帥分米満)
(辿3 e n主で30分以 h)
t州' U "以'冨30分朱満)
(週4 n R以時30分以上)

(3 人以上)(週3日訂主で30分コ11苗)
0幽0日自'で30分以上)
(辿4 Ⅱ詞以時ヨ0分米満)
(辿4 巨易以降30分以上)

々今作業擦払十イ週3H口まで30分米満)
(避3 n "まで30分以上)
(週4 訂訂以禪30分米1幽)
t辿4 " H以路30分以上)

(3人以上)【」樹3 "目まで30分本満)
(辿3日目まで30分以上)
(避4eU以畔餉分木満)
(週4 B 目以時30分以上)
(辿3 H 羽まで30分米禍)
(週3日日まで30分以上)
(翊゛nn以侍幼分米満)
(迎'"貼以仙'30分以上)

ι3/、以上)ι辿3 臼目生で30分未満)
(週3 H H よで30分以上)
【週4日可以降30分ノ、満}
イ迎4日口以降1ι")以上)

(1 H 310】以上)
夜卿・早朝訪問わ蔑加算
0 株夜訪問折謹加算
本療養費(皿)
00 11族師弊

敬"顯擦従堂

時削

8 高僻一

1 聾快

5 モの他

場所

年"

0 高帥?

38

1 自宅

10 " 8

2

ne1回)
a H 2向)

"峡皿班共興

判1

郵党探怯士弊

T (

施殻

'十.」!

§・・加
κ 21叶問女1応休刷加焦

ミ氾院叶北問指榔加寡
特別瞥理指尊加鼻
ゞ退院支綏指導J川罪

ぢ在宅小者麻急時等カンづフレンスm算

'物神科爪症愈者支担智刺虫挑加算
κ翫護・介誕職員'挑M化加算

H 午前・ T1臭

2 施股
U

作"Ⅱ、

匡城機間

11."日ノ
3 刑院

判+

午荊・午径

1゛

゛診1配1所

円X

円y

1η X

円X

円γ

円X

円X

111 X

円X

円X

円X

円X

円X
円X

η.

円X

円X

円X

円X

11」 X

杓X

円X

円X

円X

円X

円γ

円X

円X

円X

円X

円X

例ン
円X

円X
円X

円X

円X

円y

最批0

ターミナ.ルケフ探於費

.氏"、υ)1

例都捉供先

且:

時

5 そU」他(

勗開旧

近判告年弁白
井1(区」町村"

学映

円X

η」1 n /'

@附舌基飢

代排概間埣

備寺

円

円X

3゛乳急肋1旧看護加魚

3 枚費皐劼朋喬護加算

ノ゛

回

偏考

舌護師群(101回)
U旧2但D

臼 H3向以上)

作撰療迭士(1臼 1回)
(1日21可」

(1日 3回以上)

縱署護師 aH1回)
(1臼21りD
(1日 3向以上】

"

二仂川紙よネ、 n本工井ミ劃ι持A抑14 藷,上→'るこ上,

爵護補助青
勒中1,{扉伽隔"士

§・・・・
4 夜伽・早朝勘問舌詔加郡

1 粘勅科扣数回訪問加算

本療蔓臭(1V)
4'看施師倖

喪
""堺m

他①
他②2
従3
4

5

立媛6
7 尚一日

8 同・・緊

10 辿

作聖槻伎十

勢゛1争0」桐は、記人Lな、、こと.

負担金額

減額
支払い剰予

'

円

、" 11






